
 

 

 

 

  

 平成 30年 3月 30日（金曜日）に、与党整備新幹線建設推進プロジェクトチ

ーム「九州新幹線（西九州ルート）検討委員会」が開催され、国土交通省から

「九州新幹線（西九州ルート）の整備のあり方について（比較検討結果）」報

告されました。その中で、フリーゲージトレイン、ミニ新幹線、フル規格の各

整備方式について比較検討された結果、フル規格による整備が時間短縮効果や

収支改善効果、投資効果が一番大きいという結果が示されました。 

  

今後、関係者であるＪＲ九州、長崎、佐賀両県に対する意見聴取が行われ、今

年の夏ごろまでに一定の結論が出される予定です。 

 

  

 詳細については、国土交通省ホームページをご覧ください。 

 https://www.mlit.go.jp/report/press/tetsudo03_hh_000081.html 

与党 PT検討委員会の開催について 
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